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（広告）

　市では地震などの災害時にブロック塀な
どの倒壊による被害を防止するため、道路
などに面している危険なブロック塀等の撤
去を希望する人に、撤去費の一部を補助す
る制度を４月１日（月）から始めます。

【ブロック塀等とは】
　補強コンクリートブロック造、組積造（れ
んが造、石造、コンクリートブロック造な
ど）の塀（フェンスその他これらに類するも
のとの混用の場合を含む）と門柱
＊対象にならない場合もありますので、必
ず工事着手前に相談してください
●対象となるブロック塀等の要件＝道路に
面している高さ１ｍ以上のブロック塀
●対象となる工事
▶補助対象となるブロック塀等の全てか、
一部を撤去するもの

▶補助対象となるブロック塀等の撤去を
　施工業者に委託して行うもの
▶市職員が行う診断カルテの診断で、
　40 点未満のもの
▶その他、災害時に安全上支障があると
　認められるもの
●補助金額／工事費の２分の１か、限度額
10 万９千円のいずれか低い額
●事業の期間＝４月１日（月） 〜 2021 年３月
●受付期間＝４月１日（月） ～ 2020 年１月末
＊2020 年２月末までに実績報告書の提出
が必要。予算の範囲内での補助となります
申建築課に申請様式を提出
＊様式は同課窓口（本館２階）、市 HP「観光
産業まちづくり」→「まちづくり」→「都市づ
くり」→「ブロック塀等撤去費補助金につい
て」からダウンロード可　　　　　　　  

問建築課 ☎（36）5203

　あなたの住宅は大丈夫ですか？耐震改修
工事をして倒壊から命を守りましょう。
●対象の住宅（次の全てを満たすもの）
①宗像市内の木造戸建て住宅
②平成12 年５月31 日以前に建築確認を
得て建築されていること
③耐震診断を行った結果、倒壊の恐れがあ
ると判断されたもの
●対象の工事＝耐震診断を行った結果に基
づき、地震に対する安全性の向上を目的
として行う修繕工事、又は補強工事のう
ち、総合評点を 1.0 以上にするもの
●補助金額
▶耐震改修工事について＝耐震改修工事費
の３分の２の額。①市内業者と契約した

場合は上限80 万円②市外業者と契約し
た場合は上限60 万円
▶耐震診断について＝耐震改修工事を行っ
た場合に限り、耐震診断費の３分の１額
を補助（上限５万円）
＊予算の範囲内での補助となります
●申請方法＝工事着工前に、申請と市の承
認が必要
＊申請に必要な書類は、問い合わせ先の窓
口か、市 HP「くらし・手続き」→「くらし・環
境」→「住まい」→「宗像市木造住宅耐震改修
工事費補助制度」からダウンロード可
問▶申請・事前の相談＝

住マイむなかた ☎（37）2525
　 ▶制度の詳細＝建築課 ☎（36）5203

　近年わが国では、国政選挙・地方選挙を問わず
低い投票率が続いています。この傾向は有権者
数が少ない若年層になるほど顕

けんちょ

著であり、若い
世代の視点が政治に反映されにくくなってい
るのではないかと懸念されています。平成28
年に選挙権年齢の 18 歳以上への引下げが実現
し、将来を担う子どもたちにも早い段階から社
会の一員、主権者としての自覚を持ってもらう
ことがますます重要となりました。そこで、「選

挙人が同伴する 18 歳未満の子どもは、投票所
に入ることができる」旨の規定が公職選挙法に
加えられました。親らの選挙人が実際の選挙で
投票をしている姿を子どもたちに見せることに
よって、将来の有権者への有効な啓発になるこ
とが期待されます。
　４月７日（日）は、統一地方選挙の日です。機
会があれば、子どもと一緒に投票所へ行ってみ
ませんか。  問市選挙管理委員会 ☎（36）1375

　４月１日（月）から、次の条件の人も対象者
となります。
●妊婦か妊娠を希望する女性の同居者で、風
しん抗体検査の結果、抗体価が低いことが
判明した市民（ただし、妊婦・妊娠希望の女
性が、抗体検査で風しんの免疫が十分にあ
ることが明らかである場合は除く）
●助成額＝4,000 円＊事前申請必要
問子ども家庭課子ども保健係 ☎（36）1365

妊婦らの同居者も対象に加わります
「成人の風しん予防接種費用助成」 子どもと一緒に投票へ

４月７日（日）は、統一地方選挙の日
なぜなに選管

ブロック塀等撤去費を補助

住まいの耐震改修工事費を補助

　市では、空き家の有効活用や中古住宅市場の活性化
を図るため、空き家・空き地バンクに登録した人に奨励
金を交付します。４月１日（月）以降、新たに宗像市空
き家・空き地バンクに登録する人が対象です。

●条件
　売却を希望する人の空き家・空き地の不動産情報を
市役所の窓口やインターネットなどを通じて提供でき
る人
＊仲介は、市と協定を締結している「一般社団法人住マ
イむなかた」会員の宅地建物取引業者が行うので安心
して利用できます

●奨励金
①登録奨励金…対象空き家が、宗像市空き家・空き地
バンクに登録されたときに交付

　対市内に所在地を有する宅地建物取引業者と交付 
　　 対象空き家について、売買の専任媒介契約を締結 
　　 した所有者ら
　▶︎交付額＝30,000 円（1 物件につき 1 回限り）
②建物状況調査奨励金…交付対象空き家について、一
般財団法人福岡県建築住宅センターが住まいの健康
診断（基本診断）を実施したときに交付

　対①の交付対象者で建物状況調査（インスペクショ 
　　 ン）を実施した人
　▶︎交付額＝福岡県建築住宅センターが定める利用者 
　　負担額の２分の１以内かつ、8,000 円上限（１物 
　　件につき 1 回限り）
＊「対象空き家」とは、宗像市立地適正化計画で定めら
れた都市機能誘導区域、または居住誘導区域内にある
空き家

　詳細は、「宗像に住もうよ」HP（右記QR
コード）で確認

問都市再生課 ☎（36）9777

空き家・空き地バンクに
登録した人へ

奨励金を交付します


